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History

歴
史
�は

る
か
遠
い
先
土
器
時
代
、
私
た
ち
の
祖
先
は
海
辺
の
台
地
や
湿
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
中
世
に
は
北
条

氏
、
後
に
酒
井
氏
が
城
を
建
て
、
こ
の
地
を
治
め
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
商
業
地
と
し
て
の
基
盤
が
築
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
繁
栄
の
波
に
乗
り
、
明
治
以
降
の
近
代
化
も
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。�

During the pre-ceramic age, our ancient 
ancestors lived by the sea or in the humid 
uplands. During the Middle Ages, castles 
were built, first by Hojo and then by Sakai. 
During the Edo Period, the foundation 
was laid for a thriving commercial center. 
Since then, this wave of prosperity has 
been the driving force for modernization.
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完全な形で出土した縄文時代の�
カッパ形土偶（県指定文化財）�
Clay water sprite from the Jomon Period 
that was unearthed completely intact 
(prefectural cultural asset)

出土した銅鋺と大刀�
油井古塚原遺跡�
Copper bowl and large sword 
unearthed from the Yui-kozukahara 
archaeological site

鉢ヶ谷遺跡�
The ruins of Hachigaya

万葉の歌聖・山部赤人座像�
Seated statue of master Manyo poet Yamabe-no-Akahito

県指定有形文化財の八坂神社本殿内殿�
Main hall at Yasaka Shrine (prefectural tangible cultural asset)

原始・古代�中世�近世�近代�
�

市
内
の
い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
、
先
土
器
時
代
の
石
器
や
縄
文
時
代
の
住

居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る�

山
田
水
呑
、
道
庭
、
久
我
台
、
南
外
輪
戸
、
家
之
子
古
墳
群
、
極
楽
寺
古

墳
群
な
ど
、
市
内
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
る�

最
澄
、
安
国
山
最
福
寺
を
建
て
、
そ
の
嶺
頂
に
山
王
大
権
現（
日
吉
神
社
）

を
建
立�

天
慶
年
間
、
御
門
村
に
妙
善
寺
・
水
神
社
建
立�

大
多
喜
城
主
薄
井
貞
景
、
新
宿
に
五
十
瀬
神
社（
旧
名
神
明
宮
）を
建
立�

�

仁
安
年
間
、
山
辺
郡
鴇
ヶ
嶺
城
に
千
葉
介
氏
族
居
住
す�

源
頼
朝
、
安
房
よ
り
上
総
に
渡
り
、
鳴
浜
白
旗
の
八
幡
神
社
に
参
詣
す
る�

西
行
法
師
、
山
田
坂
東
谷
に
山
城
国
貴
船
神
社
の
分
霊
を
安
置
し
て
、
貴

船
神
社
を
つ
く
る�

鴇
ヶ
嶺
は
千
葉
氏
属
将
の
支
配
下
に
入
る�

畠
山
氏
、
大
関
城
を
依
古
島
に
築
く�

北
条
長
時
、
房
総
三
州
の
守
護
職
と
な
り
久
我
城
を
築
く�

北
条
久
時
、
願
成
就
寺
を
建
立�

久
時
、
久
我
台
に
高
福
山
上
行
寺
を
建
て
る
。ま
た
、八
坂
神
社
を
建
て
る�

蓮
秀
日
寿
の
開
基
で
大
沼
田
に
妙
経
寺
建
つ�

久
我
城
、
廃
城
と
な
る�

日
吉
神
社
を
鴇
ヶ
嶺
台
上
よ
り
今
の
地
に
移
す�

酒
井
定
隆
、
土
気
城
主
と
な
る�

武
射
田
古
谷
よ
り
現
在
地
に
武
射
神
社
を
移
転
す
る�

酒
井
定
隆
、
第
三
子
隆
敏
と
共
に
田
間
城
を
築
く�

酒
井
定
隆
、
田
間
城
よ
り
東
金
城
に
移
る�

酒
井
隆
敏
、
大
関
城
を
攻
め
、
落
城
さ
せ
る�

東
金
城
主
酒
井
敏
房
、
里
見
に
加
勢
し
て
国
府
台
へ
出
陣
す
る�

土
気
、
東
金
の
両
酒
井
、
里
見
に
背
き
北
条
氏
政
に
属
す�

東
金
城
は
、
豊
臣
家
家
臣
浅
野
長
政
・
石
田
三
成
へ
城
地
を
明
け
渡
し
て

落
城
す
る�

酒
井
政
辰
の
長
男
政
成
、
徳
川
家
康
の
旗
本
と
な
る�

����

雄
蛇
ヶ
池
起
工
。
代
官
嶋
田
伊
伯
、
10
年
か
け
て
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る�

東
金
御
殿
建
築�

徳
川
家
康
、
船
橋
東
金
間
に
御
成
街
道
を
造
る
。
東
金
御
殿
に
来
遊
、
東

金
町
に
文
珠
組
８
名
、
御
鳥
見
役
５
名
を
置
く�

徳
川
家
康
、
東
金
御
殿
に
再
度
来
遊�

徳
川
秀
忠
、
東
金
御
殿
に
来
遊（
秀
忠
は
東
金
に
1
6
3
0
年
ま
で
に
７
回

来
遊
）�

東
金
は
佐
倉
城
主
堀
田
加
賀
守
正
盛
領
分
と
な
る�

東
金
に
大
火
あ
る�

領
主
板
倉
甲
斐
守
、
東
金
へ
来
る�

八
坂
神
社
を
改
築�

東
金
新
宿
、
千
眼
宮（
浅
間
神
社
）祭
典
始
ま
る�

田
間
神
社
神
輿
を
造
る
。
家
徳
に
八
幡
神
社
建
つ�

真
亀
川
用
水
に
関
し
、
関
係
村
の
間
に
協
定�

俳
人
作
田
東
睡
没
す�

稲
葉
黙
斎
、
鵜
沢
幸
七
郎
を
頼
っ
て
清
名
幸
谷
に
来
る�

東
金
町
、
戸
数
4
2
9
戸
、
人
口
2
2
6
7
人�

極
楽
寺
三
社
神
社
に
絵
馬
奉
納
さ
れ
る�

日
吉
神
社
本
殿
新
設
さ
れ
る�

佐
藤
信
淵
、
大
豆
谷
に
来
る�

法
光
寺
の
赤
人
像
が
作
ら
れ
る�

上
総
山
辺
郡
中
村（
東
金
市
東
中
）吉
井
家
に
関
寛
斎
生
ま
れ
る�

福
俵
村「
掟
書
連
印
帳
」を
作
る�

家
之
子
妙
宣
寺
大
火
に
あ
う�

関
寛
斎
順
天
堂
を
去
り
、
銚
子
で
開
業�

小
林
霞
雪
没
す�

関
寛
斎
、
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
学
ぶ�

御
鷹
場
廃
止
に
な
る
。
真
忠
組
騒
動
お
こ
る�

�

神
仏
分
離
に
よ
り
、
神
社
名
改
称
す
る（
山
王
大
権
現
↓
日
吉
神
社
、
火
正

大
明
神
↓
火
正
神
社
、
天
満
宮
↓
菅
原
神
社
、
神
明
宮
↓
五
十
瀬
神
社
、

千
眼
宮
↓
浅
間
神
社
、
八
幡
宮
↓
八
幡
神
社
、
第
六
天
社
↓
田
間
神
社
）

東
金
町
、
公
平
村
、
丘
山
村
、
大
和
村
、
正
気
村
、
豊
成
村
、
福
岡
村
、

源
村
、
木
更
津
県
の
管
轄
と
な
る�

東
金
郵
便
局
、
通
常
郵
便
を
開
始
す
る�

房
総
鉄
道
東
金
大
網
間
開
通
す
る
。
東
金
駅
で
き
る�

源
村
、
内
務
大
臣
よ
り
模
範
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
る�

東
金
成
東
間
の
鉄
道
開
通
。
求
名
駅
で
き
る
。
東
金
局
、電
話
交
換
始
め
る�

成
東
東
金
食
虫
植
物
群
落
文
部
省
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
る�

九
十
九
里
鉄
道
、
東
金
片
貝
間
開
通�

志
賀
吾
郷「
東
金
町
誌
」を
著
す�

「
両
総
用
排
水
事
業
促
進
協
議
会
」結
成
さ
れ
、会
長
に
能
勢
剛
選
出
さ
れ
る�

東
金
町
、
公
平
、丘
山
、大
和
、正
気
、豊
成
村
が
合
併
し
て
東
金
町
と
な
る�

東
金
町
と
福
岡
村
と
源
村
の
大
部
分
が
合
併
し
て
東
金
市
と
な
る
。
初
代

市
長
能
勢
剛�

Statue of Sadataka Sakai, 
the founder of Togane

東金の礎を築いた酒井定隆彫像�

先
人
の
足
跡
を
た
ど
る�

【
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
東
金
通
史
】�

■
東
金
の
あ
け
ぼ
の
�

　
旧
石
器
時
代
お
よ
び
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
多
く
は
、
丘
陵
地
帯
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
�

　
現
在
、
最
も
古
い
住
居
跡
は
縄
文
時
代
早
期
、
約
7
0
0
0
年
前
と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
約
5
0
0
0
年
間
、
悠
久
な

縄
文
文
化
が
東
金
に
お
い
て
も
開
花
し
ま
し
た
。
�

■
古
代
人
の
生
活
を
伝
え
る
遺
跡
�

　
弥
生
時
代
は
、
水
田
農
耕
、
織
物（
紡
織
機
）、
そ
し
て
金
属
器
が
広
ま
っ
て

い
っ
た
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
所
在
す
る
道
庭
遺
跡
か

ら
も
、
弥
生
文
化
を
示
す
資
料
が
多
く
発
見
さ
れ
、
山
武
地
域
の
中

核
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
遺
跡
数
が
増
え
、
家
之
子
古
墳
群
や
山
田

水
呑
古
墳
群
を
は
じ
め
と
す
る
14
の
古
墳
群
が
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
安
時
代
に
か
け
て
は
、
集
落
跡
、
鉄
生
産
跡
、
古
代
の
役

所
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
村
の
原
形
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
時
代
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
万
葉
集
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
文
化
の
波
も
押
し
寄
せ

て
き
た
時
代
で
す
が
、
10
〜
11
世
紀
の
歴
史
資
料
は
数
少
な
く
、
多

く
を
語
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
様
相
は
、

東
金
文
化
の
源
を
知
る
う
え
で
重
要
な
時
期
と
思
わ
れ
ま
す
。
�

■
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
波
�

　
東
金
文
学
の
始
ま
り
は
万
葉
集
で
す
。
8
世
紀
に
活
躍
し
た
万
葉
の
歌
聖
・

山
部
赤
人
は
東
金
生
ま
れ
と
伝
え
ら
れ
、
赤
人
塚（
田
中
）か
ら
赤
人
像
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9
世
紀
初
頭
に
は
仏
教
文
化
が
到
来
し
、
最
福
寺
の

創
建
に
続
き
、
真
言
宗
・
禅
宗
・
日
蓮
宗
の
諸
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
�

■
北
条
三
代
と
久
我
城
�

　
鎌
倉
時
代
後
半
の
建
長
元
年（
1
2
4
9
）に
北
条
長
時
が
松
之
郷
に
久
我
城

を
築
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
長
時
の
子
久
時
、
孫
守
時
の
三
代
に

わ
た
り
居
城
し
ま
し
た
。
や
が
て
鎌
倉
幕
府
滅
亡
と
と
も
に
、
久
我
城
も
廃

城
と
な
り
ま
し
た
。
願
成
就
寺
に
は
北
条
三
介
の
墓
と
伝
わ
る
五
輪
塔
が
残
っ

て
い
ま
す
。

�

■
東
金
の
礎
を
築
い
た
酒
井
氏
�

　
室
町
時
代
に
東
金
を
支
配
し
た
の
は
、
土
気
城
主
・
酒
井
定
隆
で
し
た
。

定
隆
に
よ
り
、
領
内
全
域
が
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

隠
居
後
の
大
永
元
年（
1
5
2
1
）に
三
男
隆
敏
と
と
も
に
東
金
城
へ
移
り
、
五

代
に
わ
た
っ
て
東
金
酒
井
氏
が
こ
の
地
を
治
め
ま
す
。
城
下
町
と
し
て
現
在

の
町
並
み
の
原
形
が
築
か
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
し
た
。
�

■
問
屋
町
と
し
て
栄
え
た
江
戸
時
代
�

　
江
戸
時
代
、
東
金
は
徳
川
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
ま
し
た
。

鷹
狩
り
に
来
遊
す
る
た
め
東
金
と
船
橋
を
結
ぶ
御
成
街
道
が
つ

く
ら
れ
、
ま
た
東
金
と
海
岸
を
結
ぶ
御
成
新
道
も
同
時
期
に
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
を
通
っ
て
九
十
九
里
の
海
産
物
や
上

総
木
綿
な
ど
が
東
金
に
集
ま
り
、
江
戸
へ
運
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
東
金
は
問
屋
町
と
し
て
発
展
し
、「
上
総
の
黄
金
町
」

と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
交
易
は
、
や
が
て
多
く
の

文
人
墨
客
を
こ
の
地
に
招
き
寄
せ
、
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
文

化
遺
産
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
�

■
雄
蛇
ヶ
池
と
農
地
開
墾
�

　
雄
蛇
ヶ
池
は
、
慶
長
9
年（
1
6
0
4
）か
ら
10
年
を
か
け
て
、
干
ば
つ
対

策
の
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
後
に「
房
総
十
和
田
湖
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
雄
蛇
ヶ
池
を
皮
切
り
に
、
亨
保
8
年（
1
7
2
3
）に
は

原
野
だ
っ
た
家
徳
・
広
瀬
が
肥
沃
な
農
地
と
し
て
開
墾
さ
れ
ま
し
た
。
�

■
明
治
維
新
後
の
東
金
�

　
廃
藩
置
県
を
経
て
、
東
金
は
明
治
2
年（
1
8
6
9
）に
宮
谷
県
、
同
4
年
に

木
更
津
県
、
そ
し
て
同
6
年
に
千
葉
県
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
22
年

の
町
村
制
で
8
町
村
が
誕
生
。
こ
れ
ら
8
つ
の
地
区
は
互
い
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
近
代
化
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
�
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